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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

カメラと、前記カメラによる画像を処理する画像判定手段と、前記画像判定手段により飛

行が制御される飛行制御手段と、前記飛行制御手段により飛行動作をするドローンと、通

信手段と、必要に応じリスク表示手段と、動作のエネルギーを与える電源と、を一体に備

え、被監視者に携帯され、必要が生ずると、随時発進され、前記被監視者の上空に滞在さ

せ、前記発進をした前記被監視者を前記画像判定手段により認知・追従し、

必要がなくなると、追従している前記被監視者の付近に着地させ、前記被監視者の回収・

携帯に供されるものであって、前記画像判定手段は、

前記カメラにより前記被監視者又は前記被監視者が着けている追従マークを画像取りし、

追従すべきものとして認識を行い、前記画像内の前記被監視者（場合によっては不審者候

補）又は前記追従マークの位置及び必要な場合には大きさの所定の値からのズレをもとに

、前記飛行制御手段を経由して前記ドローンに追従飛行させ、

且つ、

前記画像内で前記被監視者の周辺に映った不審者候補が所定の条件を満たした場合は、前

記被監視者の有する携帯情報端末から前記通信手段を介して取得した前記被監視者を特定

可能な認識符号（ＩＤ）と前記被監視者の位置情報及び前記カメラによる前記画像を前記

通信手段を介して監視基地局に送信、

又は、前記被監視者が遭難者である場合に、前記被監視者の有する携帯情報端末から前記

通信手段を介して取得した前記被監視者を特定可能な認識符号（ＩＤ）と前記被監視者の
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位 置 情 報 を 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 、 監 視 基 地 局 に 送 信 、 を 行 わ せ る こ と を 特 徴 す る 携 帯 飛

行 監 視 端 末 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 画 像 判 定 手 段 は 、 前 記 画 像 中 の 前 記 不 審 者 候 補 を 不 審 者 と し て 判 断 す る 場 合 の 前 記 所

定 の 条 件 は 、 前 記 不 審 者 候 補 が 顔 を 隠 し て い る か 、 前 記 被 監 視 者 と 同 じ 曲 が り 角 を 曲 が っ

た 回 数 、 前 記 被 監 視 者 と 前 記 不 審 者 候 補 の 間 に 介 在 者 が い る か 、 前 記 不 審 者 候 補 が 前 方 又

は 横 か ら 近 づ い て い る か 、 の い ず れ か を 含 む 不 審 度 合 に よ り 、 前 記 不 審 者 候 補 が 画 像 中 に

出 現 す る 回 数 又 は 時 間 と 、 又 は 及 び 、 前 記 被 監 視 者 を 中 心 に し て 距 離 Ｌ で 決 め た 警 戒 範 囲

と 、 の 条 件 を 定 め た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 カ メ ラ は 、 可 視 光 の カ メ ラ 以 外 に 、 前 記 不 審 者 候 補 が 顔 を 隠 し て 場 合 の 顔 隠 し 対 応 と

し て の 赤 外 線 カ メ ラ を 備 え 、 前 記 赤 外 線 カ メ ラ の 画 像 は 、 前 記 顔 部 分 の み を 前 記 赤 外 線 画

像 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 不 審 者 候 補 が 前 方 又 は 横 か ら 近 づ い て い る 場 合 、 前 記 画 像 を 一 旦 前 記 通 信 手 段 を 介 し

て 監 視 基 地 局 に 送 信 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 前 記 所 定 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に 、 前 記 画 像

を 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 監 視 基 地 局 に 送 信 し 、

犯 行 が 無 い 場 合 は 、 適 当 な 時 間 経 過 後 に 前 記 画 像 を 消 去 、 又 は 一 部 の 画 像 と 日 時 履 歴 の 保

持 を 行 う こ と で 犯 行 抑 止 を 計 っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ 記 載 の 携 帯 飛 行

監 視 端 末 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 画 像 内 で 前 記 被 監 視 者 の 周 辺 に 映 っ た 不 審 者 候 補 が 所 定 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に 、 前

記 リ ス ク 表 示 手 段 又 は 前 記 被 監 視 者 の 有 す る 前 記 携 帯 情 報 端 末 を 介 し て 、 前 記 被 監 視 者 に

人 の い る 方 向 へ 行 く 指 示 を 与 え る こ と で 安 全 を 計 っ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求

項 ４ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 画 像 判 定 手 段 は 、 不 審 者 候 補 追 従 の 設 定 手 段 を 備 え 、 不 審 者 候 補 追 従 を 設 定 す る と 、

前 記 発 進 後 は 、 前 記 被 監 視 者 を 追 従 す る が 、 そ の 後 、 前 記 画 像 内 で 不 審 者 候 補 を 追 従 す る

よ う に 切 り 替 わ り 、 前 記 不 審 者 候 補 が 前 記 被 監 視 者 か ら 離 れ て い く 場 合 は 、 危 険 性 が な い

の で 所 定 の 距 離 以 上 に な る と 、 前 記 被 監 視 者 を 追 従 す る よ う に 切 り 替 わ り 、 近 づ い た 場 合

は 、 再 び 前 記 不 審 者 候 補 追 従 に 自 ず と 切 り 替 わ る こ と を 可 能 と し 、 前 記 不 審 者 候 補 追 従 に

お い て 、 前 記 被 監 視 者 を 前 記 画 像 内 に と ら え て い る こ と で 、 被 監 視 者 の 追 従 へ の 切 替 を 可

能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端

末 。

【 請 求 項 ７ 】

請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 と 前 記 監 視 基 地 局 と 前 記

携 帯 情 報 端 末 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 監 視 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

被 監 視 者 が 携 帯 飛 行 監 視 端 末 を 携 帯 し 、 監 視 が 必 要 と な っ た 場 合 に 随 時 、 前 記 携 帯 飛 行 監

視 端 末 を 発 進 さ せ 、 前 記 携 帯 飛 行 監 視 端 末 が 備 え る カ メ ラ で 前 記 被 監 視 者 又 は 前 記 被 監 視

者 の 有 す る 追 従 マ ー カ を 含 む よ う に 画 像 取 り し 、 前 記 画 像 中 の 前 記 被 監 視 者 又 は 前 記 追 従

マ ー カ の 位 置 と 必 要 な 場 合 に は 大 き さ の 所 定 値 よ り の ず れ を 検 出 さ せ 、 当 該 ず れ を な く す

よ う に 前 記 カ メ ラ を 搭 載 す る ド ロ ー ン に 追 従 飛 行 さ せ 、 遭 難 者 対 応 で は 、 前 記 被 監 視 者 の

認 識 符 号 （ Ｉ Ｄ ） と 位 置 情 報 を 監 視 基 地 局 に 送 信 し 、 不 審 者 対 応 で は 、 前 記 画 像 中 に 映 っ

た 不 審 者 候 補 の 不 審 度 に よ り 所 定 の 条 件 を 満 た し た か ど う か 判 定 し 、 満 た し た 場 合 は 、 前

記 認 識 符 号 （ Ｉ Ｄ ） と 前 記 位 置 情 報 と 前 記 不 審 者 候 補 を 含 む 画 像 を 前 記 監 視 基 地 局 に 送 信

す る こ と で 、 前 記 遭 難 者 の 救 助 又 は 前 記 不 審 者 に よ る 犯 罪 の 抑 止 を 計 る こ と を 特 徴 と す る

監 視 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 遭 難 者 の 捜 索 ・ 保 護 、 又 は 、 被 監 視 者 を 不 審 者 か ら の 保 護 を 行 う 携 帯 飛 行 監 視

端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

図 ６ か ら 図 ９ は 、 従 来 技 術 に 係 る 図 面 を 示 す も の で あ る 。

図 ６ に お い て 、

特 許 文 献 １ は 、 ６ － Ａ に 示 さ れ る 。 類 似 の も の と し て 特 開 昭 ４ ９ － ３ ０ ０ ６ ８ が あ る が 、

兵 器 に 関 す る 技 術 で あ り 、 航 空 機 や 車 両 な ど の 目 標 物 に 向 か っ て 飛 翔 体 を 誘 導 す る も の で

あ り 、 目 標 物 を 光 画 像 と し て と ら え 、 飛 翔 体 と の 位 置 関 係 か ら 誘 導 経 路 を 計 算 す る 光 波 シ

ー カ を 飛 翔 体 の 先 端 に 配 置 で き な い 場 合 の 対 応 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。

こ の 目 標 物 を 監 視 す る 目 的 で は な く 、 被 監 視 者 の 上 空 に 滞 在 し て 監 視 す る も の で も な く 、

最 終 的 に 目 的 物 に 到 達 し て 、 例 え ば 破 壊 す る も の な の で 、 人 体 か ら 発 射 さ れ る も の で は 無

く 、 遠 く の 基 地 か ら 飛 翔 体 が 飛 ん で く る も の で あ る 。 そ し て 、 飛 翔 体 は 、 携 帯 さ れ る ほ ど

、 大 き さ や 重 量 に 小 さ い と い う 限 定 は な い も の で あ る 。 光 シ ー カ は 、 目 標 物 へ の 誘 導 機 能

が あ る が 、 同 じ 画 像 で 被 監 視 者 の 遭 難 や 被 監 視 者 及 び 不 審 者 を 含 め た そ の 周 辺 を 監 視 す る

機 能 は 無 い の が 本 願 と の 大 き な 違 い で あ る 。 本 願 は 、 被 監 視 者 の 遭 難 や 被 監 視 者 及 び 不 審

者 を 含 め た そ の 周 辺 の 監 視 と ド ロ ー ン 飛 翔 体 に よ る 被 監 視 者 の 追 従 制 御 い う 二 役 を 同 じ 監

視 画 像 手 段 を 用 い て 行 う こ と で 小 型 ・ 軽 量 を 計 り 携 帯 が 容 易 な 監 視 装 置 を 実 現 さ せ る 。 な

お 、 本 願 に お い て は 、 目 標 物 で あ る 被 監 視 者 が 、 携 帯 す る 監 視 装 置 で あ る 飛 翔 体 を 発 進 し

た と き に 、 直 下 の 被 監 視 者 又 は そ の 有 す る マ ー ク を 認 識 し て 、 画 像 に よ る 被 監 視 者 の 追 従

制 御 を 行 う も の で あ り 、 被 監 視 者 の 上 空 に 所 定 距 離 を 保 持 し て 滞 在 し 、 画 像 を 取 得 す る も

の で あ り 、 用 が 済 め ば 、 被 監 視 者 の 付 近 に 着 地 し て 、 回 収 さ れ 、 被 監 視 者 の 携 帯 に 供 さ れ

る も の で あ る が 、 特 許 文 献 1か ら は 、 そ の よ う な 発 想 に は 至 る こ と は 困 難 で あ る 。 こ れ ら

は 、 目 的 や 分 野 が 違 う の で 、 当 然 で あ ろ う 。

次 に 、 特 許 文 献 ２ は 、 ６ － Ｂ に 示 さ れ る 。 会 員 制 の 捜 索 サ ー ビ ス に 係 る も の で あ り 、 捜 索

要 請 に よ り 、 会 員 が 所 持 す る 発 信 機 か ら の 信 号 を 航 空 機 か ら 受 信 し て 捜 索 す る も の で あ る

。 ひ と え に 、 信 号 電 波 が 受 信 で き る か が 課 題 で あ り 、 不 明 な 場 所 で の 航 空 機 探 索 は 、 経 費

の 面 で 過 剰 な 負 荷 に な る 欠 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

図 ７ に お い て 、 特 許 文 献 ３ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 発 光 装 置 を 備 え た 標 示 体 を 遭 難 者 が 打 上 げ 、

木 な ど に 引 っ か け て 定 位 さ せ 、 こ れ を 上 空 か ら 捜 索 し て も ら う も の で あ る 。 打 ち 上 げ る た

め の 燃 焼 性 物 質 の 燃 焼 装 置 や 点 火 装 置 な ど の 発 射 装 置 や 標 示 体 な ど 大 き な も の と な る 欠 点

が あ り 、 木 な ど に 引 っ か け て 定 位 す る こ と も 不 安 定 な 動 作 と な る 懸 念 が あ り 、 回 収 で き な

い と い う 欠 点 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

図 ８ は 、 風 船 （ バ ル ー ン ） 、 気 球 な ど を 用 い た 救 助 装 置 で あ る 。 特 許 文 献 ４ は 、 ８ － Ａ に

示 さ れ 、 電 波 又 は 、 光 を 反 射 す る 材 料 を 使 用 し た 膨 張 式 救 命 具 で あ り 、 バ ル ー ン を ボ ン ベ

か ら の ガ ス や 呼 気 で 膨 ら ま せ て 使 用 す る 。 ヘ リ ウ ム な ど ボ ン ベ で 持 ち 運 ぶ 必 要 が あ り 、 携

帯 に は 不 便 で あ る 。

特 許 文 献 ５ は 、 ８ － Ｂ に 示 さ れ 、 遭 難 者 の 携 帯 電 話 の 通 話 を 可 能 に す る 中 継 器 を 高 い 位 置

に 上 げ る た め の 中 継 機 つ き 風 船 で あ り 、 こ れ を ヘ リ ウ ム な ど を ボ ン ベ か ら 供 給 し て 使 用 す

る

遭 難 者 が 所 持 す る に は 、 中 継 器 と ボ ン ベ が 小 型 で 軽 量 で あ る こ と が 必 要 と な る 。 ま た 、 持

ち 運 び や 管 理 を 十 分 し な い と 、 風 船 が エ ア 漏 れ の 穴 な ど の た め 、 使 え な い 不 具 合 の あ る 恐

れ が あ る 。

特 許 文 献 ６ は 、 ８ － Ｃ に 示 さ れ 、 特 許 文 献 ５ と 同 じ く 風 船 を 用 い 、 中 継 器 で は な く 発 信 器

を 付 け て い る 。 図 ５ と 同 じ 特 徴 が あ る 。

特 許 文 献 ７ と 特 許 文 献 ８ は ８ － Ｄ 、 ８ － Ｅ に 示 さ れ 、 風 船 の 代 わ り に 気 球 を 用 い て い る 。

気 球 を 膨 ら ま す ヘ リ ウ ム ボ ン ベ 等 の ガ ス 供 給 手 段 を 備 え 、 救 助 信 号 送 信 部 を 有 す る 。
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図 ８ の 引 用 文 献 の 技 術 は 、 風 船 や 気 球 を 膨 ら ま す ヘ リ ウ ム ガ ス ボ ン ベ の 携 帯 や 、 風 船 や 気

球 の 管 理 が 共 通 の 課 題 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

図 ９ に お い て 、 特 許 文 献 ９ は 、 ９ － Ａ に 示 さ れ 、 被 監 視 者 は 、 ビ ー コ ン を 携 帯 し 、 固 定 ビ

ー コ ン で 囲 ま れ た 特 定 の エ リ ア 内 で ビ ー コ ン の 発 進 電 波 を ド ロ ー ン の 受 信 器 に よ り 受 信 し

て 被 監 視 者 を 追 跡 す る も の で あ る 。 ビ ー コ ン の 受 信 に よ る 追 従 制 御 は 、 追 従 の 位 置 精 度 が

良 く な い 欠 点 が 大 き く 、 ド ロ ー ン の 発 進 や 帰 還 は 所 定 の 基 地 か ら 行 わ れ る の で 、 基 地 局 か

ら ビ ー コ ン 信 号 を 頼 り に 飛 行 し て く る こ と を 考 慮 す る と 、 エ リ ア が 狭 い 場 合 は 問 題 な い が

、 広 範 囲 や 限 定 が 無 い 場 合 は 、 捜 索 が 不 明 に な り 、 又 、 到 達 時 間 が 長 く な る 恐 れ が あ る 。

本 願 の よ う に 被 監 視 者 が 携 帯 し 、 必 要 に 応 じ て 、 上 空 に 発 進 し 、 浮 上 し 、 ド ロ ー ン の 発 進

者 を 最 初 に 被 監 視 者 と し て 画 像 認 識 し て 追 従 し 、 同 時 に 監 視 を 行 い 、 監 視 終 了 後 は 、 被 監

視 者 の 周 辺 に 着 地 し て 回 収 ・ 携 帯 さ れ る 発 想 は 示 さ れ な い 。 小 型 ・ 軽 量 で あ る 必 要 も な い

。

特 許 文 献 １ ０ は 、 ９ － Ｂ に 示 さ れ 、 被 監 視 者 の 携 帯 す る 情 報 端 末 装 置 の 監 視 位 置 情 報 （ ｇ

ｐ ｓ ） と 基 地 か ら 発 進 さ れ た ド ロ ー ン に よ る ド ロ ー ン 位 置 情 報 に 基 づ き 、 ド ロ ー ン の 移 動

制 御 を 行 う が 、 双 方 の 位 置 情 報 は 管 理 サ ー バ ー に 伝 え ら れ る 。 ド ロ ー ン は 、 被 監 視 者 の と

こ ろ へ 基 地 か ら 飛 行 し な け れ ば な ら な い た め 、 ド ロ ー ン 位 置 情 報 と 被 監 視 者 の 情 報 端 末 装

置 の 監 視 位 置 情 報 が 必 要 に な る 。 こ の 点 は 、 本 願 で は 、 お 互 い の 位 置 情 報 は 必 須 で は な く

構 成 が 簡 易 、 従 っ て 、 小 型 ・ 軽 量 な ど 携 帯 性 に と っ て 好 都 合 で あ る こ と 、 落 下 し た 時 の 危

険 性 が 小 さ く な る 特 徴 （ ５ ０ ～ １ ０ ０ グ ラ ム の 物 体 （ 小 鳥 程 度 の 重 量 ） が １ ０ ｍ の 高 さ か

ら の 落 下 し た 場 合 の 危 険 性 は 無 視 で き る ） 、 が あ る こ と と は 大 い に 違 っ て い る 。 ま た 、 基

地 局 か ら の 発 進 は 一 般 に 、 到 達 す る た め の 時 間 的 な 遅 れ が あ る 。 こ の 例 で は 、 基 地 か ら の

発 進 を 想 定 し て い る た め 、 家 か ら 学 校 ま で の 監 視 の 例 を 見 る と 、 家 を で る と 同 時 に ド ロ ー

ン が 発 進 さ れ 、 学 校 に 着 く と 、 家 の 基 地 に 自 動 で 戻 る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う な 用 例

は 、 実 は 都 合 が 悪 い 。 と い う の は 、 こ の よ う な 監 視 が 行 わ れ る と す れ ば 、 被 監 視 者 で あ る

生 徒 の 個 々 人 の 数 に 対 応 し て ド ロ ー ン が 発 進 さ れ る わ け で 、 こ れ は 、 空 中 が ド ロ ー ン だ ら

け に な り 、 飛 ば す エ ネ ル ギ ー も 無 駄 で あ り 、 傍 目 に は ど れ が 危 険 か の 判 断 も つ き に く い な

ど 、 極 め て 不 都 合 で あ る 。 そ れ で い て す べ て の 生 徒 が 危 険 に 会 う わ け で は な い 。 従 っ て 、

本 願 の よ う に 、 被 監 視 者 が 携 帯 し て 、 途 中 で 危 険 が 検 出 さ れ た と こ ろ で 、 ド ロ ー ン を 飛 ば

し 、 監 視 終 了 後 は 、 そ の 場 で 回 収 し 、 携 帯 す る こ と が 実 用 上 必 須 な 要 件 で あ る の で あ る 。

そ う す れ ば 、 滅 多 に な い 危 険 と の 遭 遇 で あ る か ら 、 ド ロ ー ン が 混 雑 す る こ と や 、 無 駄 も な

い 。 見 た 目 に も 、 ド ロ ー ン が 飛 ん で い れ ば 、 危 険 が 顕 在 し て 、 周 り の 協 力 も 得 や す い 。 そ

の よ う な 発 想 が 必 要 で あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ７ ６ ２ ８ ９

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ９ ９ ３ ３ ４

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ８ ３ １ ４ ３

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 昭 ５ ４ － １ １ ０ ５ ９ ６

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ８ ４ ８ ７ ８

【 特 許 文 献 ６ 】 実 開 平 ６ － ７ ０ ７ ５ ０

【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ９ － ７ ０ ７ ２

【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ０ １ ４ ６ １

【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ １ ４ ２ ７ ０

【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ２ ０ ７ １ ４ ９

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 願 の 課 題 は 、 携 帯 者 で あ る 被 監 視 者 が 、 監 視 が 必 要 と な っ た 場 合 に 随 時 発 進 さ せ 、 上 空
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か ら 監 視 さ せ 、 安 全 に 戻 っ た 段 階 で 回 収 し 携 帯 に 供 す る た め の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 、 監 視 装

置 お よ び 監 視 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

以 下 請 求 項 に 沿 い 記 述 す る 。

請 求 項 １ の 発 明 は 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 で あ っ て 、

カ メ ラ と 、 前 記 カ メ ラ に よ る 画 像 を 処 理 す る 画 像 判 定 手 段 と 、 前 記 画 像 判 定 手 段 に よ り 飛

行 が 制 御 さ れ る 飛 行 制 御 手 段 と 、 前 記 飛 行 制 御 手 段 に よ り 飛 行 動 作 を す る ド ロ ー ン と 、 通

信 手 段 と 、 必 要 に 応 じ リ ス ク 表 示 手 段 と 、 動 作 の エ ネ ル ギ ー を 与 え る 電 源 と 、 を 一 体 に 備

え 、 被 監 視 者 に 携 帯 さ れ 、 必 要 が 生 ず る と 、 随 時 発 進 し 、 前 記 被 監 視 者 の 上 空 に 滞 在 さ せ

、

前 記 発 進 を し た 前 記 被 監 視 者 を 前 記 画 像 判 定 手 段 に よ り 認 知 ・ 追 従 さ せ 、

必 要 が な く な る と 、 追 従 し て い る 前 記 被 監 視 者 の 付 近 に 着 地 さ せ 、 前 記 被 監 視 者 の 回 収 ・

携 帯 に 供 さ れ る も の で あ っ て 、 前 記 画 像 判 定 手 段 は 、

前 記 カ メ ラ に よ り 前 記 被 監 視 者 又 は 前 記 被 監 視 者 が 着 け て い る 追 従 マ ー ク を 画 像 取 り し 、

追 従 す べ き も の と し て 認 識 を 行 い 、 前 記 画 像 内 の 前 記 被 監 視 者 （ 場 合 に よ っ て は 不 審 者 候

補 ） 又 は 前 記 追 従 マ ー ク の 位 置 及 び 必 要 な 場 合 に は 大 き さ の 所 定 の 値 か ら の ズ レ を も と に

、 前 記 飛 行 制 御 手 段 を 経 由 し て 前 記 ド ロ ー ン に 追 従 飛 行 さ せ 、

且 つ 、

前 記 画 像 内 で 前 記 被 監 視 者 の 周 辺 に 映 っ た 不 審 者 候 補 が 所 定 の 条 件 を 満 た し た 場 合 は 、 前

記 被 監 視 者 の 有 す る 携 帯 情 報 端 末 か ら 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 取 得 し た 前 記 被 監 視 者 を 特 定

可 能 な 認 識 符 号 （ Ｉ Ｄ ） と 前 記 被 監 視 者 の 位 置 情 報 及 び 前 記 カ メ ラ に よ る 前 記 画 像 を 前 記

通 信 手 段 を 介 し て 監 視 基 地 局 に 送 信 、

又 は 、 前 記 被 監 視 者 が 遭 難 者 で あ る 場 合 に 、 前 記 被 監 視 者 の 有 す る 携 帯 情 報 端 末 か ら 前 記

通 信 手 段 を 介 し て 取 得 し た 前 記 被 監 視 者 を 特 定 可 能 な 認 識 符 号 （ Ｉ Ｄ ） と 前 記 被 監 視 者 の

位 置 情 報 を 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 、 監 視 基 地 局 に 送 信 、 を 行 わ せ る こ と を 特 徴 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 に お い て 、

前 記 画 像 判 定 手 段 は 、 前 記 画 像 中 の 前 記 不 審 者 候 補 を 不 審 者 と し て 判 断 す る 場 合 の 前 記 所

定 の 条 件 は 、 前 記 不 審 者 候 補 が 顔 を 隠 し て い る か 、 前 記 被 監 視 者 と 同 じ 曲 が り 角 を 曲 が っ

た 回 数 、 前 記 被 監 視 者 と 前 記 不 審 者 候 補 の 間 に 介 在 者 が い る か 、 前 記 不 審 者 候 補 が 前 方 又

は 横 か ら 近 づ い て い る か 、 の い ず れ か を 含 む 不 審 度 合 に よ り 、 前 記 不 審 者 候 補 が 画 像 中 に

出 現 す る 回 数 又 は 時 間 と 、 又 は 及 び 、 前 記 被 監 視 者 を 中 心 に し て 距 離 Ｌ で 決 め た 警 戒 範 囲

と 、 の 条 件 を 定 め た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 に お い て 、

前 記 カ メ ラ は 、 可 視 光 の カ メ ラ 以 外 に 、 前 記 不 審 者 候 補 が 顔 を 隠 し て 場 合 の 顔 隠 し 対 応 と

し て の 赤 外 線 カ メ ラ を 備 え 、 前 記 赤 外 線 カ メ ラ の 画 像 は 、 前 記 顔 部 分 の み を 前 記 赤 外 線 画

像 と す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 に お い て 、

前 記 不 審 者 候 補 が 前 方 又 は 横 か ら 近 づ い て い る 場 合 、 前 記 画 像 を 一 旦 前 記 通 信 手 段 を 介 し

て 監 視 基 地 局 に 送 信 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 前 記 所 定 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に 、 前 記 画 像

を 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 監 視 基 地 局 に 送 信 し 、

犯 行 が 無 い 場 合 は 、 適 当 な 時 間 経 過 後 に 前 記 画 像 を 消 去 、 又 は 一 部 の 画 像 と 日 時 履 歴 の 保

持 を 行 う こ と で 犯 行 抑 止 を 計 っ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末

に お い て 、

前 記 画 像 内 で 前 記 被 監 視 者 の 周 辺 に 映 っ た 不 審 者 候 補 が 所 定 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に 、 前
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記 リ ス ク 表 示 手 段 又 は 前 記 被 監 視 者 の 有 す る 前 記 携 帯 情 報 端 末 を 介 し て 、 前 記 被 監 視 者 に

人 の い る 方 向 へ 行 く 指 示 を 与 え る こ と で 安 全 を 計 っ た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末

に お い て 、

前 記 画 像 判 定 手 段 は 、 不 審 者 候 補 追 従 の 設 定 手 段 を 備 え 、 不 審 者 候 補 追 従 を 設 定 す る と 、

前 記 発 進 後 は 、 前 記 被 監 視 者 を 追 従 す る が 、 そ の 後 、 前 記 画 像 内 で 不 審 者 候 補 を 追 従 す る

よ う に 切 り 替 わ り 、 前 記 不 審 者 候 補 が 前 記 被 監 視 者 か ら 離 れ て い く 場 合 は 、 危 険 性 が な い

の で 所 定 の 距 離 以 上 に な る と 、 前 記 被 監 視 者 を 追 従 す る よ う に 切 り 替 わ り 、 近 づ い た 場 合

は 、 再 び 前 記 不 審 者 候 補 追 従 に 自 ず と 切 り 替 わ る こ と を 可 能 と し 、 前 記 不 審 者 候 補 追 従 に

お い て 、 前 記 被 監 視 者 を 前 記 画 像 内 に と ら え て い る こ と で 、 被 監 視 者 の 追 従 へ の 切 替 を 可

能 と し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 監 視 装 置 で あ っ て 、

請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か 1つ に 記 載 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 と 前 記 監 視 基 地 局 と 前 記

携 帯 情 報 端 末 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 は 、 監 視 方 法 で あ っ て 、

被 監 視 者 が 携 帯 飛 行 監 視 端 末 を 携 帯 し 、 監 視 が 必 要 と な っ た 場 合 に 随 時 、 前 記 携 帯 飛 行 監

視 端 末 を 発 進 さ せ 、 前 記 携 帯 飛 行 監 視 端 末 が 備 え る カ メ ラ で 前 記 被 監 視 者 又 は 前 記 被 監 視

者 の 有 す る 追 従 マ ー カ を 含 む よ う に 画 像 取 り し 、 前 記 画 像 中 の 前 記 被 監 視 者 又 は 前 記 追 従

マ ー カ の 位 置 と 必 要 な 場 合 に は 大 き さ の 所 定 値 よ り の ず れ を 検 出 さ せ 、 当 該 ず れ を な く す

よ う に 前 記 カ メ ラ を 搭 載 す る ド ロ ー ン を 追 従 飛 行 さ せ 、 遭 難 者 対 応 で は 、 前 記 被 監 視 者 の

認 識 符 号 （ Ｉ Ｄ ） と 位 置 情 報 を 監 視 基 地 局 に 送 信 し 、 不 審 者 対 応 で は 、 前 記 画 像 中 に 映 っ

た 不 審 者 候 補 の 不 審 度 に よ り 所 定 の 条 件 を 満 た し た か ど う か 判 定 し 、 満 た し た 場 合 は 、 前

記 認 識 符 号 （ Ｉ Ｄ ） と 前 記 位 置 情 報 と 前 記 不 審 者 候 補 を 含 む 画 像 を 前 記 監 視 基 地 局 に 送 信

す る こ と で 、 前 記 遭 難 者 の 救 助 又 は 前 記 不 審 者 に よ る 犯 罪 の 抑 止 を 計 る こ と を 特 徴 と す る

。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

以 上 の 様 に 構 成 さ れ て い る の で 、 本 発 明 に よ る 携 帯 飛 行 監 視 端 末 、 監 視 装 置 お よ び 監 視 方

法 に お い て は 、 小 型 軽 量 の 携 帯 飛 行 監 視 端 末 を 実 現 し て 、 被 監 視 者 が 携 帯 、 使 用 、 回 収 、

携 帯 を 随 時 行 う こ と が で き 、 遭 難 者 の 救 助 や 不 審 者 に よ る 犯 罪 の 抑 止 を 計 る こ と が で き る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 を 説 明 す る 構 成 の 一 実 施 態 様

を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 の 動 作 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図

で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 に 使 用 さ れ る ド ロ ー ン （ 飛 行

体 ） の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 に 係 る 動 さ を 示 す フ ロ ー 図 の

一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 に 係 る 動 さ を 示 す フ ロ ー 図 の

一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 従 来 の 他 の 監 視 装 置 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 従 来 の 他 の 監 視 装 置 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 従 来 の 他 の 監 視 装 置 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 従 来 の 他 の 監 視 装 置 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

図 1は 、 本 発 明 に か か る 携 帯 飛 行 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 を 説 明 す る 構 成 の 一

実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 監 視 装 置 は 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ と 、 監 視 基 地 局 ２ ０ ０ と

、 必 要 の 場 合 に は 、 被 監 視 者 １ の 有 す る 携 帯 通 信 端 末 ３ ０ ０ を 有 す る 。 被 監 視 者 １ は 、 携

帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 携 帯 し 、 遭 難 し た り 、 不 審 者 か ら 追 跡 さ れ て い る よ う な 不 安 を 感

じ た 場 合 や 、 他 の 携 帯 監 視 端 末 で 不 審 者 の 追 跡 を 感 知 し た 信 号 に よ り 、 持 参 し て い る 携 帯

飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 発 進 せ し め 、 被 監 視 者 １ の 上 空 に 定 位 （ 場 合 に よ っ て 更 に 不 審 者 と

思 し き 人 物 の 上 に 定 位 し て 追 従 し 、 監 視 す る も の で あ る 。 携 帯 性 と 落 下 時 の 安 全 を 考 慮 す

る と 、 小 型 軽 量 で あ る こ と が 必 須 の こ と で あ り 、 特 に 重 量 は 、 ２ ０ ０ グ ラ ム 以 下 、 好 ま し

く は １ ０ ０ グ ラ ム 以 下 、 更 に 好 適 な も の と し て は 、 ５ ０ グ ラ ム 以 下 に な る と 、 小 鳥 一 羽 の

重 量 に な り 、 １ ０ ｍ の 高 さ か ら の 落 下 で も 、 衝 撃 は 回 避 さ れ る 。 そ の た め の 方 策 と し て 、

携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ は 単 純 な 構 成 が 好 ま し い 。 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ の 最 低 限 の 機

能 は 、 カ メ ラ 画 像 に よ る 監 視 と 被 監 視 者 １ を 追 従 す る 飛 行 の ２ つ で あ る 。 こ の 二 つ の 機 能

を カ メ ラ と そ の 画 像 に よ っ て 実 現 す る こ と で 、 構 成 を 単 純 に し 、 携 帯 性 を 上 げ 、 必 要 時 の

み で の 発 進 、 更 に 被 監 視 者 １ を 常 に カ メ ラ 画 像 に 捉 え る こ と で 、 不 要 の 場 合 の 回 帰 、 容 易

な 回 収 を 可 能 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ は 、 カ メ ラ １ １ ０ と 、 そ の 画 像 を 処 理 す る 画 像 判 定 手 段 １ ２ ０ と

、 画 像 判 定 手 段 １ ２ ０ に よ り 飛 行 が 制 御 さ れ る 飛 行 制 御 手 段 １ ３ ０ と 、 こ れ に よ り 動 作 す

る 飛 行 体 （ ド ロ ー ン ） １ ３ １ と 、 通 信 手 段 １ ４ ０ と 、 必 要 に 応 じ リ ス ク 表 示 手 段 １ ５ ０ と

、 こ れ ら に 動 作 の エ ネ ル ギ ー を 与 え る 電 源 １ ６ ０ と 、 を 一 体 に 備 え る 。 常 時 は 、 携 帯 飛 行

監 視 端 末 １ ０ ０ は 、 被 監 視 者 １ が 所 持 し て い て 、 必 要 が 生 ず る と 、 被 監 視 者 １ は 、 携 帯 飛

行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 発 進 さ せ る 。 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ は 、 被 監 視 者 １ の 上 空 に 上 が り

、 カ メ ラ １ １ ０ に よ り 被 監 視 者 １ の 画 像 又 は 、 被 監 視 者 １ が 着 け て い る 追 従 マ ー ク ２ を 認

識 し 、 追 従 す べ き も の と し て 認 識 を 行 う 。 カ メ ラ １ １ ０ 自 体 は 、 現 在 の 技 術 で は 、 極 め て

小 さ く 軽 い も の が 入 手 で き る の で 、 使 用 す る こ と が で き る 。 カ メ ラ 画 像 は 、 予 め 決 め ら れ

た 所 望 の 時 間 間 隔 で 取 得 さ れ る 。 そ の 画 像 は 、 画 像 判 定 手 段 １ ２ ０ に 都 度 送 ら れ る 。

画 像 判 定 手 段 １ ２ ０ は 、 カ メ ラ 画 像 の デ ー タ を 処 理 す る 二 つ の 機 能 を 兼 ね 備 え て 行 っ て い

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

先 ず 、 被 監 視 者 １ （ 設 定 に よ っ て は 不 審 者 候 補 ） を 認 識 し て 、 飛 行 体 （ ド ロ ー ン ） １ ３ １

に 追 従 飛 行 を さ せ 、 そ の 上 空 に 定 位 さ せ る こ と と 、 不 審 者 対 応 で は 、 画 像 に 写 っ て い る 不

審 者 の 状 況 か ら 不 審 者 判 断 を 下 し 、 所 定 の 条 件 が 満 た さ れ た 場 合 は 、 通 信 手 段 １ ４ ０ を 通

じ て 、 監 視 基 地 局 ２ ０ ０ や 周 辺 者 ３ ０ ０ へ の 画 像 送 付 や 通 報 、 更 に 、 リ ス ク 表 示 手 段 １ ５

０ で 音 や 光 で リ ス ク を 顕 示 す る 。 場 合 に よ っ て は 、 周 辺 者 に 不 審 者 も 含 め た 場 合 に は 、 不

審 者 検 出 が な さ れ て い る こ と が 不 審 者 に も 分 か り 、 露 見 を 知 っ て 諦 め る 効 果 も 期 待 さ れ る

。

勿 論 、 飛 行 体 （ ド ロ ー ン ） １ ３ １ が 発 進 さ れ た り 、 自 分 の 上 に き た だ け で 、 不 審 者 は 、 常

に 監 視 さ れ て い る 状 態 を 認 識 す る た め 、 犯 罪 を 諦 め る こ と に な る 。 こ の こ と は 、 街 路 に 設

置 さ れ た 監 視 カ メ ラ が ど こ に で も 密 集 し て 配 置 さ れ 、 盲 点 の 無 い 状 態 と 等 価 に な り 、 極 め

て 効 果 的 で あ る 。

追 従 の 内 容 は 、 図 ２ に お い て 、 不 審 者 判 断 の 内 容 は 、 図 ３ の フ ロ ー 図 の 説 明 に お い て 記 述

す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

監 視 の 必 要 が な く な る と 、 例 え ば 、 不 審 者 候 補 が 所 定 距 離 以 上 離 れ て い く と 判 定 さ れ た 場

合 や 、 被 監 視 者 が 監 視 不 要 と し た 場 合 （ 携 帯 通 信 端 末 ３ ０ ０ を 使 い 、 回 帰 指 示 を 送 る ） は

、

定 位 し た 上 空 か ら 、 或 い は 、 不 審 者 を 追 従 し て い た 場 合 は 、 画 像 上 に あ る 被 監 視 者 を 追 従

す る よ う に 変 更 し て 、 被 監 視 者 の 上 空 に 戻 り 、 被 監 視 者 １ の 付 近 に 着 地 し て 、 被 監 視 者 １
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の 回 収 ・ 携 帯 に 供 さ れ る 。

滅 多 に な い リ ス ク 時 に し か 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ は 、 発 進 さ せ な い の で 、 上 空 が 飛 行

体 だ ら け に 占 有 さ れ る 不 具 合 も な く 、 発 進 が あ る と 、 多 く の 注 目 を 誘 い 、 犯 罪 も 起 こ し に

く い 雰 囲 気 を 招 来 さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

尚 、 被 監 視 者 １ は 、 携 帯 電 話 な ど 携 帯 通 信 端 末 ３ ０ ０ を 持 つ と 都 合 が い い 。 携 帯 通 信 端 末

３ ０ ０ に は 、 そ の 所 持 者 の 認 識 が で き る も の （ Ｉ Ｄ や 番 号 等 ） や 現 在 位 置 を 得 る 測 位 装 置

（ ｇ ｐ ｓ ） が あ る と 都 合 が よ い 。 そ れ に よ り 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 介 し て 、 監 視 基

地 局 ２ ０ ０ に 、 被 監 視 者 １ の 情 報 （ 現 在 位 置 、 Ｉ Ｄ ） と 監 視 画 像 を 送 る こ と が で き る 。 ま

た 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 介 さ な い 場 合 は 、 画 像 以 外 は 送 る こ と が で き る 。

尚 、 山 等 で の 遭 難 の 場 合 は 、 不 審 者 対 応 と は 違 っ て 、 遭 難 者 で あ る 被 監 視 者 １ が 、 所 望 の

高 さ の 上 空 に 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 定 位 さ せ 、 通 信 の 電 波 が 届 く 状 態 を 確 保 し て 、 被

監 視 者 １ の 情 報 （ 現 在 位 置 、 Ｉ Ｄ ） を 監 視 基 地 局 ２ ０ ０ に 送 信 す る 。 送 信 が 確 認 さ れ た ら

、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 一 旦 回 帰 さ せ る こ と も で き る 。 監 視 基 地 局 ２ ０ ０ 側 は 、 被 監

視 者 １ と 位 置 情 報 が 分 か っ た わ け （ ｇ ｐ ｓ の 位 置 精 度 は 、 ５ ｍ ほ ど ） で あ る の で 、 捜 索 は

容 易 で あ る 。 適 度 な 間 隔 で 再 度 発 進 な ど 運 用 に 幅 が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

図 ２ は 、 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 の 動 作 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図

で あ る 。

被 監 視 者 １ は 、 常 時 は 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 携 帯 し て い る 。 監 視 の 必 要 が 生 ず る と

、 例 え ば 、 地 面 に お い て 発 進 さ せ る 。 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ は 、 被 監 視 者 １ の 上 空 に 飛

び 上 が り 、 被 監 視 者 １ の 画 像 を カ メ ラ １ １ ０ で 取 得 す る と 、 被 監 視 者 １ 又 は こ れ が 着 け た

追 従 マ ー ク を 追 従 対 象 と し て 認 識 す る 。 そ の 後 は 、 所 定 の 時 間 間 隔 で 画 像 を 取 得 し 、 被 監

視 者 １ が 動 け ば こ れ を 追 従 す る 。

不 審 者 対 応 の 場 合 は 、 被 監 視 者 １ を 中 心 に 、 周 辺 に 写 っ た 人 物 を 特 定 し て 、 頻 度 や 後 で 述

べ る 条 件 に よ り 不 審 者 判 断 を 行 う 。 尚 、 不 審 者 ら し い 人 物 を 追 従 す る こ と も 可 能 で あ る 。

携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ は 、 遭 難 対 応 で は 、 被 監 視 者 １ の Ｉ Ｄ と 位 置 情 報 を 監 視 基 地 局 ２

０ ０ に 送 信 し 、 救 助 に 供 す る 。 通 信 が 確 認 さ れ れ ば 、 回 帰 し て よ い 。

不 審 者 モ ー ド で は 、 被 監 視 者 １ 又 は 不 審 者 候 補 を 追 従 し て 画 像 を 取 得 し 、 所 定 の リ ス ク 条

件 を 満 た す と 、 監 視 基 地 局 ２ ０ ０ へ 、 被 監 視 者 １ の Ｉ Ｄ と 位 置 情 報 と 画 像 を 送 付 し 、 リ ス

ク 表 示 手 段 １ ５ ０ を 起 動 し 、 音 や 光 で 警 報 表 示 す る 。 尚 、 周 辺 に い る も の に 知 ら せ る こ と

も 有 益 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

追 従 の 模 様 を 述 べ る 。 四 角 枠 は 画 像 を 撮 っ た 画 面 を 表 し て い る 。

右 の 上 に は 、 被 監 視 者 の 上 に 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 配 位 し て 像 を 真 ん 中 に し て 監 視 す

る 場 合 を 示 し て い る 。 ○ 印 は 、 被 監 視 者 １ 又 は そ の マ ー ク を 示 し 、 顔 マ ー ク は 不 審 者 候 補

を 示 す 。 （ a） で は 、 ○ が 、 画 像 を 撮 っ た 時 間 に つ れ て 、 左 に 動 い て い く こ と を 察 知 し て

、 ○ が 画 面 枠 の 真 ん 中 に 来 る よ う に 、 飛 行 を 制 御 し た 結 果 （ ｂ ） の よ う に な っ て い る 。 こ

の よ う に 画 像 面 の 位 置 情 報 を 用 い て 追 従 制 御 を 行 う こ と は 極 め て 直 接 的 で 応 答 が 速 く 効 果

的 で あ る 。

Ｇ Ｐ Ｓ の 位 置 情 報 を 使 っ て 追 従 制 御 を 行 う こ と は 、 通 信 の 遅 れ と 位 置 情 報 の 誤 差 の た め に

、 追 従 が 十 分 で は な い 。 尚 、 定 位 状 態 の 高 さ は 、 高 度 計 や 音 波 の 反 射 に よ る 手 段 を 使 用 で

き る が 、 大 き さ が 既 知 の も の が あ れ ば 、 画 像 の 大 き さ で 見 る こ と が で き る の で 、 高 度 計 等

の 手 段 は 、 必 ず し も 必 要 で は な い 。

（ ｃ ） で は 、 不 審 者 が 画 像 枠 か ら 出 よ う と し て い る 場 合 に 、 ま だ 観 測 を 続 け た い 場 合 に 画

像 枠 を 広 げ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ の 高 度 を 上 げ る か 、 カ メ ラ

１ １ ０ の 倍 率 を 変 え る こ と が で き る が 、 構 成 を 単 純 に す る こ と が 必 要 な の で 、 前 者 の 方 が

好 都 合 で あ る 。 （ ｄ ） で は 画 像 枠 を 広 げ た 結 果 で あ る 。 （ ｅ ） は 、 被 監 視 者 １ を 中 心 に 所

定 の 距 離 の 範 囲 内 に 不 審 者 候 補 が 入 っ た 場 合 を 示 す 。 こ の よ う な 条 件 に 応 じ て 、 不 審 者 判

断 が 行 わ れ 、 監 視 基 地 局 ２ ０ ０ へ の 画 像 送 付 と 通 報 、 周 辺 者 へ の 連 絡 通 報 、 リ ス ク 表 示 手
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段 １ ５ ０ へ の 表 示 が 行 わ れ る 。 不 審 者 判 断 の 条 件 は 、 図 ３ の フ ロ ー 図 で 更 に 説 明 さ れ る 。

下 半 部 に 示 す の は 、 不 審 者 の 上 に 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ を 配 位 し て 、 像 を 真 ん 中 に な る

よ う に 監 視 す る 場 合 で あ る 。

不 審 者 を 追 従 し て い る 画 面 で あ る の で 、 （ ｆ ） の よ う に 被 監 視 者 １ が 画 面 枠 を は み 出 す 場

合 が あ り 、 （ ｄ ） と 同 じ 対 応 を す れ ば 、 （ ｇ ） の よ う に 被 監 視 者 １ を 画 面 枠 内 に と ら え る

こ と が で き る 。 （ ｈ ） は 、 （ ｅ ） と 同 じ く 、 被 監 視 者 １ を 中 心 に 所 定 の 距 離 の 範 囲 内 に 不

審 者 候 補 が 入 っ た 場 合 で あ り 、 （ ｅ ） と 同 じ 対 応 を 行 う 。 不 審 者 候 補 を 追 従 す る に は 、 予

め 、 画 像 判 定 手 段 １ ２ ０ に 不 審 者 追 従 の 設 定 を す る 。 そ う す る と 、 発 進 後 は 、 被 監 視 者 １

を 追 従 す る が 、 監 視 画 面 に 所 定 の 条 件 を 満 た す 不 審 者 候 補 を 追 従 す る よ う に 切 り 替 わ る 。

条 件 の 例 と し て は 、 顔 隠 し 者 か 、 画 面 に 出 て く る 頻 度 、 同 時 に 曲 が っ た 角 の 数 な ど で 、 送

信 や 警 報 を 出 す 基 準 よ り 少 し 前 （ 緩 い ） の 数 値 に 設 定 さ れ る 。 そ れ で も 、 不 審 者 候 補 が 被

監 視 者 １ か ら 離 れ て い く 場 合 は 、 危 険 性 が な い の で 、 所 定 の 距 離 以 上 に な る と 、 被 監 視 者

１ を 追 従 す る よ う に 切 り 替 わ る こ と が よ い 。

又 、 近 づ い た 場 合 は 、 再 度 、 不 審 者 候 補 追 従 に 自 ず と 切 り 替 わ る 。 不 審 者 候 補 追 従 に お い

て も 、 被 監 視 者 １ は 常 に 画 面 内 に と ら え て い る 必 要 が あ り 、 被 監 視 者 １ に は 、 携 帯 飛 行 監

視 端 末 １ ０ ０ は 、 い つ で も 帰 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

図 ３ は 、 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 に 使 用 さ れ る ド ロ ー ン （ 飛 行

体 ） の 例 を 示 す 図 で あ る 。 上 部 に 側 面 図 、 下 部 に 上 面 図 を 示 し て い る が 、 ド ロ ー ン は 、 多

く の 提 供 物 が 利 用 で き る の で 説 明 を 要 し な い で あ ろ う 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

図 ４ は 、 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 に 係 る 動 作 を 示 す フ ロ ー 図 の

一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

１ ） 使 用 時 に は 、 電 源 を 入 れ て 使 う が 、 電 源 が 入 っ た か を チ ェ ッ ク し て い る 。 特 に 判 断 の

形 で な く と も よ い 。 ２ ） 電 源 が 入 っ た ら 、 モ ー ド 確 認 を 行 う 。 こ の 例 で は 、 不 審 者 対 応 （

ｍ ＝ １ ） 、 遭 難 者 対 応 （ ｍ ＝ ０ ） を 区 別 し て 、 そ の 後 の 条 件 分 け に 備 え て い る 。 ３ ） 稼 働

要 求 あ り か を チ ェ ッ ク す る 。 稼 働 要 求 は 、 他 の セ ン サ ー （ 例 え ば 、 飛 行 体 を 飛 ば さ ず に 観

測 し て い る 被 監 視 者 １ が 別 に 携 帯 す る 画 像 セ ン サ ー な ど ） か ら の 稼 動 要 求 や 、 被 監 視 者 の

思 惑 に よ る 要 求 （ 示 さ れ て い な い 手 動 ス イ ッ チ か ら ） で あ る 。 要 求 が 有 れ ば 、 携 帯 飛 行 監

視 端 末 １ ０ ０ を 発 進 す る こ と に な る の で 、 ４ ） 発 進 可 能 状 態 か を 判 断 す る 。 こ こ は 手 動 で

指 示 も よ い が 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ が 携 帯 状 態 を 脱 し た こ と や 、 地 面 に 置 か れ た こ と

を 検 出 し て も よ い 。

５ ） 発 進 、 発 進 可 能 に な っ た ら 所 定 の 時 間 を 置 い て 発 進 さ せ る 。

６ ） 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ は 、 被 監 視 者 １ の 上 空 に 上 が り 定 位 し 、 最 初 の 画 像 を 取 得 す

る 。 取 得 さ れ た 画 像 中 の 被 監 視 者 １ 又 は 、 そ れ 付 帯 し た 監 視 マ ー ク を 画 像 認 識 し 、 そ の 後

は 、 所 定 の 時 間 間 隔 で こ れ を 画 像 の 真 ん 中 に 来 る よ う に 追 い か け る こ と に な る 。

７ ） 被 監 視 者 又 は 、 監 視 マ ー ク を 認 識 し た か を 確 認 し て い る 。 認 識 さ れ て い な い 場 合 は 、

１ ５ ） を 経 由 し て 画 像 を 取 得 し 、 再 度 確 認 さ れ る 。 確 認 さ れ れ ば 、 追 従 が 可 能 と な る 。

８ ） 被 監 視 者 又 は 監 視 マ ー ク の カ メ ラ 画 面 中 央 か ら の ず れ ・ 大 き さ の 検 出 を す る 。 ９ ） 追

従 飛 行 制 御 ： 被 監 視 者 又 は 監 視 マ ー ク が 画 面 中 央 ・ 所 望 の 高 さ に 応 じ た 大 き さ に な る よ う

に 飛 行 体 を 水 平 ・ 垂 直 移 動 さ せ る 。 ず れ が あ れ ば 、 中 央 に 来 る よ う に 飛 行 さ せ る 。 画 像 の

大 き さ は 、 高 度 に 関 係 す る の で 、 大 き さ を 比 較 し て 所 定 の 高 度 に な る よ う に 上 下 の 飛 行 を

さ せ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

１ ０ ） で は 、 遭 難 者 対 応 （ ｍ ＝ ０ ） で は １ ８ ） へ 、 不 審 者 対 応 （ ｍ ＝ １ ） で は １ １ ） へ 分

岐 す る 。

遭 難 者 対 応 を 先 ず 説 明 す る 。

１ ８ ） Ｉ Ｄ ／ 位 置 情 報 取 得 、 こ れ は 、 被 監 視 者 １ の 携 帯 す る 携 帯 情 報 端 末 ３ ０ ０ か ら 個 人

を 認 識 す る Ｉ Ｄ （ 番 号 も 含 む ） と 位 置 座 標 （ Ｇ Ｐ Ｓ に よ る ） を 通 信 手 段 １ ４ ０ を 介 し て 通

信 に よ り 取 得 し て 、 こ れ を 、 監 視 基 地 局 ２ ０ ０ へ 送 信 し 、 １ ９ ） 送 信 ・ 着 信 で き た か を 確
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認 す る 。

着 信 が 確 認 さ れ る ま で 、 ２ ０ ） 送 信 を 繰 り 返 す 。 記 述 が な い が 、 当 然 、 救 助 機 関 は 情 報 を

得 て 、 救 助 活 動 を 行 う 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

次 に 、 不 審 者 対 応 を 説 明 す る 。

１ １ ） 不 審 者 画 像 を 取 得 。 被 監 視 者 １ と 不 審 者 候 補 が 写 っ て い る 。 最 初 は 、 不 審 者 候 補 が

特 定 さ れ な い 場 合 も あ り 、 画 面 に 入 る 全 員 が 不 審 者 候 補 に な る 場 合 も あ る 。

図 １ の 画 像 判 定 手 段 １ ２ ０ に お い て 、 不 審 者 候 補 の 判 断 に つ い て 記 述 し た が 、 こ こ で は 、

色 々 な 判 断 機 能 （ 手 段 ） に つ い て 次 に 述 べ る 。

１ ２ ） 顔 を 隠 し て い る か 。 サ ン グ ラ ス 、 マ ス ク を し て い る も の 、 更 に 不 審 な の は 目 出 し 帽

を か ぶ っ て い る の は 、 顔 を 出 し て い る 者 よ り 、 不 審 者 の 度 合 が 大 き い と し て 場 合 分 け に 使

用 す る と 都 合 が よ い 。 隠 し て い る （ ｎ ＝ １ ） 、 隠 し て い な い （ ｎ ＝ ０ ） と し て 場 合 分 け し

て い る 。 １ ３ ） 所 定 の 時 間 間 隔 毎 の 画 像 に 写 っ て い る 各 人 物 の 検 出 回 数 が ｋ 回 以 上 、 時 間

ｔ 以 上 か を 見 る 。

例 え ば 、 １ 分 間 隔 毎 の 画 像 で ６ ０ 回 写 っ て い れ ば 、 或 い は 、 １ 回 目 の 画 像 に 写 っ て い る 人

物 が ６ ０ 回 目 に も 写 っ て い れ ば 、 ６ ０ 分 間 追 跡 さ れ て い る た め 、 不 審 者 の 候 補 と し て 十 分

で あ る 。 写 ら な く な っ た 人 物 は 、 途 中 で 離 れ た 訳 で 不 審 者 候 補 か ら 外 し て よ い こ と に な る

。

回 数 を 例 に す れ ば 、 例 え ば 、 ｎ ＝ ０ → ｋ ＝ ｘ ， ｎ ＝ １ → ｋ ＝ ｙ の 指 定 は 、 ｘ を ６ ０ 、 ｙ を

１ ０ と す る こ と が で き る 。 こ の 値 は 任 意 に 決 め る こ と が で き る 。 顔 を 隠 し て な い 場 合 は 、

比 較 的 容 疑 が 薄 い の で 、 ６ ０ 回 、 隠 し て い る 場 合 は 、 容 疑 が 濃 い の で 、 １ ０ 回 と い う 設 定

で あ る 。 判 定 が 設 定 値 以 上 で な い 場 合 は 、 １ ４ ） 不 審 者 警 戒 域 Ｌ 内 か を 判 断 す る 。 こ れ は

、 不 審 者 候 補 が 、 被 監 視 者 を 中 心 に し て 距 離 Ｌ で 決 め た 範 囲 （ 警 戒 域 ） に 入 っ た か を 見 る

。

こ こ で も 、 顔 出 し に よ り 条 件 を 分 け る こ と は 、 都 合 が よ い 。 ｎ ＝ ０ → Ｌ ＝ ｐ ｍ ， ｎ ＝ １ →

Ｌ ＝ ｑ ｍ 。 例 え ば 、 ｎ ＝ ０ で は 、 ｐ ＝ ３ 、 ｎ ＝ １ で は ｐ ＝ １ ０ の よ う に 設 定 で き る 。 こ れ

は 、 顔 出 し の 場 合 は 、 ３ ｍ を 越 え て 近 寄 っ て も 不 審 者 と は 判 定 さ れ な い が 、 顔 隠 し の 場 合

は 、 １ ０ ｍ 以 下 に 入 る と 不 審 者 と 判 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

Ｌ の 警 戒 域 の 中 に 入 ら な い 場 合 は 、 １ ５ ） の 所 定 時 間 間 隔 で の 画 像 取 得 に 戻 る 。 Ｌ の 警 戒

域 の 中 に 入 っ た 場 合 や 、 １ ３ ） で 所 定 回 数 又 は 所 定 時 間 以 上 検 出 さ れ た 場 合 は 、 １ ６ ） Ｉ

Ｄ ／ 位 置 情 報 取 得 が な さ れ る 。 被 監 視 者 １ が 誰 で あ る か （ 会 員 制 や 届 に よ り 、 Ｉ Ｄ と 個 人

と の 対 応 は 予 め な さ れ て い る も の と す る ） と 位 置 が 分 か る 。 位 置 情 報 は 、 被 監 視 者 の 携 帯

情 報 端 末 ３ ０ ０ で 取 得 す る 方 が 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ が Ｇ Ｐ Ｓ を 持 た な く て よ い の で

、 構 成 が 簡 単 に な る 。

１ ７ ） 警 報 ・ 警 告 ・ 送 信 で は 、 Ｉ Ｄ ／ 位 置 情 報 や 不 審 者 の 写 っ た 画 像 が 、 監 視 基 地 局 ２ ０

０ に 送 信 さ れ 、 又 、 周 辺 者 に 通 報 さ れ 、 リ ス ク 表 示 手 段 １ ５ ０ に 音 や 光 で 表 示 さ れ る 。

又 、 場 合 に よ っ て は 、 被 監 視 者 １ 本 人 に 、 歩 行 を 変 更 し て 、 人 の い る 方 へ 行 く （ 安 全 ） よ

う な 指 示 を 出 す こ と が で き る 。 場 合 に よ っ て は 、 ２ ５ ） の 介 在 者 考 慮 判 断 工 程 を １ ３ ， １

４ 、 １ ５ 、 １ ６ の 間 に 挿 入 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ２ ５ ） は 不 審 者 と 被 監 視 者 １ 間 に 他 人

が い る か と い う 事 で 。 介 在 者 が い る 場 合 は 、 犯 行 に な り に く い と し 、 警 報 等 を 猶 予 し 、 介

在 者 が 無 い 場 合 は 、 犯 行 に 移 行 し や す い と し て 、 警 報 等 を 猶 予 し な い 。 警 報 等 を 猶 予 し た

場 合 は 、 画 像 取 得 の 時 間 間 隔 を 狭 め て 、 詳 細 に 監 視 を す る こ と が 重 要 に な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

不 審 者 と 判 断 さ れ て も 、 不 審 者 の 可 能 性 が あ る と い う 事 で あ り 、 世 間 に 露 出 す る も の で は

無 く 、 事 件 に な ら な か っ た 場 合 は 、 画 像 デ ー タ 等 は 、 適 当 な 日 時 を 置 い て 、 消 去 す る こ と

に な る 。 同 様 に 、 音 で の 警 報 は 、 犯 罪 が 起 ら な い 通 常 の 場 合 は 、 付 近 に い る も の に は 、 嫌

疑 を 掛 け ら れ て い る よ う で 、 い い 気 分 で は な い 。 被 監 視 者 の 注 意 を 促 す こ と を 目 的 す る 程

度 の 音 （ 例 え ば 、 「 ピ ッ 、 ピ ッ 、 ピ ッ 、 ・ ・ ・ 」 と い う よ う な 優 し い 音 ） や 、 周 辺 者 に 過

剰 な 負 担 を 与 え な い ほ ど ほ ど の 大 き さ が 適 当 で あ る 。
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こ こ ま で に 先 ず 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ が 発 進 さ れ た 段 階 で 、 多 く の 注 目 を 浴 び 、 携 帯

飛 行 監 視 端 末 １ ０ ０ が 上 空 に あ る と 、 近 く か ら 不 審 者 候 補 は 離 れ て い く と 思 わ れ る 。

更 に 、 警 報 や 送 信 が 行 わ れ た 段 階 で は 、 犯 行 を 諦 め る こ と だ ろ う 。 無 理 や り 犯 行 に 及 べ ば

、 送 信 さ れ て い る 画 像 か ら 、 逮 捕 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 画 像 が 取 ら れ て い る た め 、 容

疑 者 候 補 に 挙 が る こ と が 容 易 に な る た め 、 逮 捕 の 機 会 も 増 え る た め 、 抑 止 効 果 が 大 き い 。

す な わ ち 、 監 視 カ メ ラ が 移 動 す る た め 、 随 所 に 監 視 カ メ ラ が あ る こ と と 同 じ で 、 盲 点 の 無

い き め 細 か な 監 視 が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

尚 、 顔 隠 し 対 応 と し て 、 赤 外 線 カ メ ラ を 用 意 し 、 顔 隠 し が さ れ て 無 い 場 合 は 、 可 視 光 カ メ

ラ で 、 顔 隠 し が あ る 場 合 は 、 赤 外 線 カ メ ラ で の 画 像 も 取 得 し 、 必 要 な 場 合 は 、 顔 部 分 の み

を 赤 外 線 画 像 に す る 処 理 も 好 ま し い 。

こ の よ う に す れ ば 、 顔 を 隠 す こ と も 効 果 が 薄 れ 、 更 に そ れ だ け で 不 審 者 ら し い こ と も 考 慮

す る と 、 顔 隠 し を す る こ と も 減 少 す る と 思 わ れ る 。

不 審 者 判 断 機 能 で は 、 不 審 者 の 不 審 度 を 判 断 の 基 準 と し た が 、 検 出 回 数 や 検 出 時 間 を 越 え

た か 、 警 戒 域 に 入 っ た か ど う か な ど 、 不 審 度 の 目 安 に な る 指 標 は 他 に も 考 え ら れ る 。

例 え ば 、 何 度 か 街 角 を 曲 が っ た 場 合 に 、 被 監 視 者 と 同 じ く 曲 が っ た 回 数 が 考 え ら れ る 。

こ れ は 、 曲 が り や 分 岐 が あ れ ば 、 そ の 都 度 、 分 か れ る 可 能 性 が あ る に も 関 わ ら ず 、 同 じ く

曲 が っ て き て い る 場 合 は 、 時 間 が 短 く て も 、 不 審 者 容 疑 が 高 い と み る べ き だ と 思 う か ら で

あ る 。

１ ７ ） と １ ９ ） の 後 は 、 ２ １ ） 監 視 解 除 指 示 が あ る か を チ ェ ッ ク す る 。 な け れ ば 、 １ ５ ）

の 画 像 取 に 戻 り 、 監 視 を 繰 り 返 す 。 監 視 解 除 指 示 が あ れ ば 、 ２ ２ ） 被 監 視 者 の 近 く に 着 地

し て 回 収 を 待 つ 。 ２ ３ ） は 回 収 完 了 か を 見 て い る 。 ２ ４ ） 回 収 を 確 認 し て 終 了 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

次 に い ろ い ろ の 場 合 に つ い て 、 監 視 の 仕 方 を 検 討 す る 。

通 常 は 、 背 後 か ら 追 い か け て く る 場 合 が 多 い の で 、 以 上 の 説 明 で 対 応 で き る 。

前 か ら く る 場 合 や 横 か ら く る 場 合 は 、 犯 行 が 無 い 場 合 は 、 通 常 は す ぐ 過 ぎ て し ま い 、 背 後

に な っ て し ま う の で 、 そ の 後 は 、 追 跡 と 同 じ で あ る 。 こ こ で は 、 過 ぎ て し ま う 前 の 対 応 が

必 要 で あ る 。 こ れ は 、 後 で 記 述 す る 。

不 審 者 候 補 が 被 監 視 者 の 前 を 同 じ 方 向 に 行 く 場 合 は 、 監 視 画 面 に 何 度 も 出 て く る の で 、 こ

の 場 合 は 後 か ら く る 追 跡 と 同 じ 対 応 で よ い 。 前 又 は 横 か ら 迫 っ て く る 人 物 へ の 対 応 は 、 後

ろ か ら 追 跡 よ り 、 画 面 上 に 出 て く る 頻 度 も 少 な い 状 態 で 犯 行 に あ う 危 険 も 多 い の で 、 以 下

の 対 応 が 都 合 が よ い 。

図 ５ は 、 本 発 明 に か か る 監 視 端 末 、 監 視 装 置 、 及 び 監 視 方 法 に 係 る 動 さ を 示 す フ ロ ー 図 の

一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ の 工 程 １ １ ） と １ ２ ） の 間 に 入 れ る 工 程 １ １ ｂ ） の み 示

し て い る 。 不 審 者 が 前 又 は 横 か ら 近 づ い て い る か を 画 像 の 中 で 判 定 し 、 前 ま た は 横 か ら 来

て い る 場 合 は 、 ｄ ＝ １ 、 そ う で な い 場 合 は ｄ ＝ ０ と し て 、 ｄ ＝ １ で は 、 行 程 １ ３ ） １ ４ ）

で の 値 ｋ 、 Ｌ を 厳 し く （ 小 さ い 値 ） 設 定 す る 。 例 え ば 、 ｄ ＝ １ 、 即 ち 、 前 方 や 横 か ら く る

場 合 は 、 １ ３ ） の ｋ 、 １ ４ ） の Ｌ は 、 例 え ば 、 ｘ を １ ０ 、 ｙ を ３ 、 ｐ を １ 、 ｑ を ３ と す る

こ と が で き る 。

尚 、 前 か 横 か ら く る 場 合 は 、 不 審 者 で な い 場 合 も く る が 、 画 像 の 履 歴 が 少 な く な る の で 、

一 端 、 画 像 を 送 信 す る こ と で 、 犯 行 の 抑 止 効 果 を 出 す こ と は 都 合 が よ い 。 但 し 、 犯 行 が 無

い 場 合 は 、 適 当 な 時 間 経 過 後 に は 画 像 を 消 去 （ 順 次 又 は 一 括 ） す る こ と が 好 ま し い 。

尚 、 画 像 の 消 去 は 、 全 て の 画 像 を 消 去 す る の で は な く 、 時 間 的 に 前 の 画 像 を 消 去 し 、 最 終

の 画 像 を 代 表 に し て 、 写 っ て い る 日 時 や そ の 履 歴 （ 例 え ば 、 2018.6.28/15:15－ 15:35、 20

18.7.2/15:20－ 15:45、 又 は 、 最 終 デ ー タ の み で も よ い 。 ） を デ ー タ と し て 残 す こ と で 、

デ ー タ 量 を 小 さ く で き る 。 ま た 、 何 度 も 出 て く る な ど 不 審 度 が 高 い 場 合 は 、 画 像 を 消 去 す

る ま で の 期 間 を 長 く す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

被 監 視 者 １ が 携 帯 飛 行 監 視 端 末 を 携 帯 し 、 監 視 が 必 要 と な っ た 場 合 に 随 時 、 随 所 で 携 帯 飛

行 監 視 端 末 を 発 進 さ せ 、 携 帯 飛 行 監 視 端 末 が 備 え る カ メ ラ で 被 監 視 者 １ 又 は 被 監 視 者 １ の
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有 す る 追 従 の た め の マ ー カ を 含 む よ う に 画 像 取 り し 、 画 像 中 の 被 監 視 者 １ 又 は マ ー カ の 位

置 と サ イ ズ の 所 定 値 よ り の ず れ を 検 出 さ せ 、 当 該 ず れ を な く す よ う に カ メ ラ を 搭 載 す る 飛

行 体 （ ド ロ ー ン ） を 追 従 制 御 し 、 遭 難 者 対 応 で は 、 Ｉ Ｄ と 位 置 情 報 を 監 視 基 地 局 に 送 信 し

、 不 審 者 対 応 で は 、 画 像 中 に 写 っ た 不 審 人 物 候 補 の 不 審 度 に よ り 所 定 の 条 件 を 越 え た か ど

う か 判 定 し 、 越 え た 場 合 は 、 Ｉ Ｄ と 位 置 情 報 と 不 審 者 候 補 を 含 む 画 像 を 監 視 基 地 局 に 送 信

す る こ と で 、 遭 難 者 の 救 助 又 は 不 審 者 に よ る 犯 罪 の 抑 止 を 計 る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

以 上 の よ う に 本 発 明 に か か る 携 帯 飛 行 監 視 端 末 、 監 視 装 置 お よ び 監 視 方 法 は 、 携 帯 者 で あ

る 被 監 視 者 が 監 視 が 必 要 と な っ た 場 合 に 随 時 発 進 さ せ 、 上 空 か ら 監 視 さ せ 、 安 全 に 戻 っ た

段 階 で 回 収 し 携 帯 に 供 す る こ と が 可 能 な の で 、 種 々 の 面 で 効 果 的 で あ り 、 産 業 上 利 用 し て

極 め て 好 都 合 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

１ 　 被 監 視 者

１ ０ ０ 　 携 帯 飛 行 監 視 端 末

１ １ ０ 　 カ メ ラ

１ ２ ０ 　 画 像 判 定 手 段

１ ３ ０ 　 飛 行 制 御 手 段

１ ３ １ 　 飛 行 体 （ ド ロ ー ン ）

１ ４ ０ 　 通 信 手 段

１ ５ ０ 　 リ ス ク 表 示 手 段

１ ６ ０ 　 電 源

２ ０ ０ 　 監 視 基 地 局

３ ０ ０ 　 携 帯 通 信 端 末

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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